
多機関共同研究（他院が代表施設の場合） 

パキドルーゼンの画像診断基準に関
する患者さんの情報の研究利用につ
いてのお知らせ 

この度国立病院機構東京医療センター眼科では、「マルチモダルイメ

ージングを用いたパキドルーゼンの画像診断基準の検討および国際的

妥当性検証」を実施します。 

この研究の目的は、パキドルーゼンの診断に有用な画像所見を整理

し、眼底写真と光干渉断層計（OCT）等を組み合わせたマルチモダルイ

メージングによる診断の妥当性と再現性を明らかにすることです。 

この研究のため、2010 年 8 月 10 日から 2026 年 8 月 10 日までに通

常診療で撮影されたカラー眼底写真、OCT、必要に応じて眼底自発蛍光、

インドシアニングリーン蛍光眼底造影、OCT アンギオグラフィ等の画像

を使用します。氏名、住所、診察券番号等、患者さんを直接特定できる

情報は共同研究機関へ提供しません。 

各共同研究機関で研究用 ID を付した画像は、東京医療センターへ提

供され、アクセス権を研究関係者に限定し、クラウドストレージおよび

ハードディスクに保存し、厳重に管理されます。共同研究機関は、東京

医療センター、山梨大学医学部附属病院、Taipei Veterans General 

Hospital、Nune Eye Hospital です。 

ご自身のデータを研究に利用することを承諾されない方は下記にご

連絡ください。その場合も、診療上何ら不利な扱いを受けることはあり

ません。 

この件に関しましてご質問等がございましたらご遠慮なくお尋ね下

さい。 
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